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3 )以上提案し求めた 3 つの指標、環境指標、経済指標、そして、サービス指標を総合して評価する指標としてエ
コノサーブ指標を提案し、日本圏内の 9 つのルートについて適用し、海上輸送が陸上輸送に比べて 4 倍以上有
利であることを示している。最後に 9 つのルートに対して、モーダルシフトによる環境、経済および輸送時間
の経済効果について試算し、モーダルシフトの有効性を示している。
以上のように、本論文は輸送問題に初めでライフサイクルインパクトアセスメント手法を適用し、従来からあった
経済的効果のみならず、モーダルシフトの環境効果を論じた意義は大きく、工学の発展に寄与するところが大き L 、。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-847-
